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「中国地域エネルギー・温暖化対策推進会議」

資料４





【例】広島県における気候変化の予測

県単位の情報も検討中

・年平均で4.3℃、季節によって3.8〜4.9℃上昇。（冬季ほど
上昇が⼤きい。）

・猛暑⽇が、現在より26⽇程度増加。
（真夏⽇、夏⽇の⽇数も50⽇以上、熱帯夜の⽇数は46⽇程度
増加）

・現在ほとんど現れないような短時間強雨が、発生する可能性
がある。

・雨の降らない日の頻度が増加する可能性がある。
・最深積雪、降雪量ともに減少し、降雪期間が短くなるが現在と
同程度の⼤雪となる可能性がある。

動に関する政府間パネル（IPCC）第５次評価報告書で用いられた４

つのシナリオのうち、最も高程度の温室効果ガス排出が続くと想定し
た場合（現時点を超える排出抑制策をとらない場合）の予測結果 21世紀末における平均

の変化量、（単位：℃）
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気温の将来像
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ご清聴ありがとうございました
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